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本日のトピック

１．CSAの概要

２．CSAの起源・発展の経緯

３．CSAと内部監査

４．今後の展望
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１．CSAの概要
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１．CSAの概要

◆CSA (Control Self-assessment)とは、
業務に責任を持つ者が内部統制の有効性を検証し、評価するプロセスで
ある。

◆CSAの目的
経営目標の達成に対する合理的な保証の付与

内部監査への価値の付加

業務担当部門の関与を高めることでの価値の付加

■ CSA（Control Self Assessment：統制自己評価）とは

内部統制の有効性が検証され、評価されるプロセスである。この目的とは、すべての

ビジネス目的が達成されるであろうという合理的な保証を与えるものである。

（IIA Professional Practices Pamphlet – A perspective on Control Self-Assessment より 1998年）
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当事者による評価である

体系的に組み立てられる

反復・継続して行う

改善へつなげる

過程・結果は記録され、報告

される

ビジネス目的の確認

リスクの特定と評価

コントロールの識別と適切性の評価

対策の実施

モニタリングと更新

マネジメントへの定期報告

１．CSAの概要
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１．CSAの概要

ワークショップ形式
内部統制の情報を、ファシリ
テーションミーティングによっ
て収集する

ソフトコントロールについての
情報を得る

ファシリテーターは、内部統制
システムの整備についての知
識と、一般的なファシリテー
ションテクニックを備えている
必要がある

時間はかかるが、参加者の相互作
用により、より深い情報、柔軟な解
決方法、迅速なフィードバックが得ら
れ、チームビルディングにより企業
文化を強化することができる

質問書形式
質問書の形式をとり、プロセス
オーナーからシンプルな
Yes/No、ある/ない、などの回
答を得る

「調査ベースの自己評価」とも
呼ばれる

ワークショップ形式と組み合わ
せて実施することもある

非常に効率的であり、大人数や地理
的に離れた人からも情報を集められ
る理想的な形式である
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１．CSAの概要

あらかじめテーマ・参加者・プロ
セス・利用するツール等を定める

ファシリテーターがリードする

（評価のための）投票を行う

記録をとる

ワークショップ形式のポイント
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チェックリスト形式のポイント 目的に応じた確認項目

確認項目の体系化

電子化・データベース化

セルフアセスメントツール「The Self Assessor」より

１．CSAの概要
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２．CSAの起源・発展の経緯
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CSAは1980年後半にGulf CANADAの内部監査チームによって開発された手法

各部のマネージャーや業務のスタッフを集めて特定の問題や業務プロセスに
ついて議論をしてもらう方法。（ワークショップ）

内部統制の有効性と組織の業務プロセスを把握・評価するために使われた。

内部統制について外部に頻繁に報告する要請

新しい経営環境からおこる問題に迅速に対応

従来の監査手法では限界があった分野の解決策

内部統制を把握し改善するために、10年間で500回以上のワークショップを
実施。

２．CSAの起源・発展の経緯
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２．CSAの起源・発展の経緯

１９８０年代

•米国企業で多くの違法行
為・粉飾決算発覚

•COSOレポートの公表

•｢内部統制とはどうあるべき
か」の議論

１９９０年代

•「コントロール」定義のビジ
ネス目的への拡大

•ビジネスプロセス重視

•「内部統制をどのように評
価するか」の議論

Gulf Canadaでの取り組みが、その後１９９０年代に、米国・カナダ・イギリス・
オーストラリアで普及

時代的背景
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２．CSAの起源・発展の経緯

主に内部監査部門の内部統制評価ツールとして、内部監査部門が推進

1990年代にCSA導入に取り組んだ欧米企業原動力となった主なニーズ

企業文化のニーズ － 従業員の権限委譲

データのニーズ － ソフトコントロールに関する情報

カバレッジのニーズ － 少ない監査人でより広範囲の分野を

カバーする必要性

意識付けのニーズ － リスクとコントロールへの取り組みは

マネージャーの責任であるとの意識付け
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２．CSAの起源・発展の経緯

組織にとってのＣＳＡの利点

より効率的かつ効果的なﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ

内部統制の改善

ﾘｽｸ評価およびﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの改善

従業員のﾓﾗｰﾙの向上

内部監査にとってのＣＳＡの利点

ｲﾝﾌｫｰﾏﾙ、ｿﾌﾄｺﾝﾄﾛｰﾙをﾃｽﾄする能力の向上

内部監査部門の役割の強化

内部監査人のﾓﾗｰﾙの向上

ﾘｽｸの高い領域に焦点を当てる能力の向上

監査資源のより有効な利用
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３．CSAと内部監査
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３．CSAと内部監査

◆コントロール自己評価は（Control self-assessment：CSA)は、
管理者および内部監査人が、組織のリスクマネジメントおよび
コントロールプロセスの妥当性を評価するために利用可能な
手法である。

◆内部監査人はCSAを利用することで、リスクの高いまたは懸念の
ある領域に監査計画の焦点を当てるための、リスクおよびコント
ロールについての関連情報を収集し、また業務管理者および
ワークチームとの一層の協力を推進することができる。

◆CSAワークショップは伝統的な監査では評価することが困難な、
ソフトコントロールまたは組織横断的な連携コントロールの評価を
提供する。

（IIA発行 CCSAスタディガイドより）
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３．CSAと内部監査

項 目 伝統的手法 ＣＳＡ

最終報告書の発行 内部監査人 経営者

ｺﾝﾄﾛｰﾙの識別 内部監査人 経営者/スタッフ

ﾘｽｸの評価 経営者/内部監査
人

経営者/スタッフ

分析手法
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰおよび
文書のﾚﾋﾞｭｰ

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ/ｱﾝｹｰﾄ

改善提言の作成 内部監査人 経営者/スタッフ
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３．CSAと内部監査

内部監査におけるCSAの利用局面（例１）

監査計画

期待・目的の理解

ビジネス環境の把握

リスクアセスメント

監査計画の立案と承認

プロセスの把握

リスク・コントロールの評価

コントロールの準拠性テスト

講評・管理者とのディスカッション

監査報告

フォローアップ

監査対象部門における
•内部統制評価ワーク
ショップ
•内部統制の評価チェック
リスト

監査実施

監査報告

フォローアップ
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５つのコントロール要素

評価対象とするトピックあるいは組織単位を特定する

適用するコントロールあるいは品質フレームワークを選択する

フレームワーク要件に基づいた情報収集を実施する

フレームワーク・ガイドラインに基づき、収集した情報を評価する

CSAアプローチ１－内部統制フレームワーク

３．CSAと内部監査

業
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３．CSAと内部監査

世界銀行グループ（MIGA）におけるCSAワークショップ
ワークショップの目的

業務目的、（主要なリスクおよび）コントロールについての検証・評価

重要事項の洗い出し、経営陣・取締役会への報告

ワークショップの構成

導入 【ワークショップ、COSOフレームワークについての説明、
ワークショップの基本ルールの確認】

チーム【部署】の業務目標・目的についての議論

（主要なリスクの発見と評価 － 業務遂行上問題となりえるのは？）

コントロール評価

アクションプランの提案

その他の事項
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３．CSAと内部監査

監査計画

監査実施

期待・目的の理解

ビジネス環境の把握

リスクアセスメント

監査計画の立案と承認

プロセスの把握

リスク・コントロールの評価

コントロールの準拠性テスト

内部監査におけるCSAの利用局面（例２）

部門・業務ごとの
•リスク評価 ワークショップ
•リスク評価チェックリスト

監査報告

フォローアップ

講評・管理者とのディスカッション

監査報告

フォローアップ
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リスクの優先順位づけ（リスクマップ）例

大

小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

重
要
性

多少 発生可能性

CSAアプローチ２－リスクフレームワーク・リスクベース

３．CSAと内部監査

•評価対象分野を選定する。

•リスクのあらゆる源泉を考慮する。

•リスクの評価を実施する(発生可能性と重要性・影響度)  

•リスクを低減する既存の活動を識別する。

•十分に低減されていないリスクへの対処を検討する。
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３．CSAと内部監査

中期・年度監査計画策定プロセス

中期・年度
監査計画

マネジメントによる
監査計画の承認

監査対象の
優先順位

プロセス領域

リスク評価
経営層へのインタ
ビュー/サーベイ

戦略・リスクに関する
ブレーンストーミング

セッション

・ 戦略的必要性
・ 発生可能性
・ 重要性
・ 内部統制状況
・ その他の優先度

他社の問題・
取組み事例の
情報

INPUT OUTPUT監査計画プロセス

リスク領域

ロケーション

監査領域の
設定

情報の収集

優先順位付け

業界特有のリスク
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３．CSAと内部監査

外部監査・内部監査にリスクアプローチの導入

コントロールベースの内部監査からリスクベースの内部監査の動向
監査計画におけるリスクアセスメント・リスク評価の実施

CSA と内部監査との関係 － CSA など現場が行うリスク評価の結果は、
現場による評価をミドル部署が検証し、さらに内部監査部署が制度の枠

組みの実効性（または正確性）を検証する観点からこれをチェックすること

が必要である。また、CSA の結果を内部監査計画の立案のために行う
リスク評価の材料に用いることも考えられるが、その場合CSA の結果の
みに依存するべきではなく、内部監査部署としては他の情報と併せて

リスク評価を行う必要がある。 （「オペレーショナルリスク管理高度化勉強会」に
おける議論の要約─平成18 年8 月）
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３．CSAと内部監査

内部監査におけるCSAの利用局面（例３）

監査計画

期待・目的の理解

ビジネス環境の把握

リスクアセスメント

監査計画の立案と承認

監査実施

プロセスの把握

リスク・コントロールの評価

コントロールの準拠性テスト

講評・管理者とのディスカッション

監査報告

フォローアップ

指摘事項に対する
•フォローアップ ワーク
ショップ
•フォローアップ チェッ
クリスト

監査報告

フォローアップ
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４．今後の展望



Business Risk Technology Risk Internal Audit
25

© 2008 Protiviti Japan Co., Ltd. All rights reserved. 複写禁、転載禁

４．今後の展望

内部統制評価制度導入の影響
経営者として、組織の内部統制が有効に整備・運用されていることを確認

したとの開示が必要となった。

短期間で全社的な内部統制の状況の把握が必要となった。

内部統制のフレームワークに沿って評価することにより、ソフトコント

ロールもハードコントロールの評価も必要となった。

内部監査だけの情報では、経営者の宣誓・評価のための情報に限界がある。

内部統制にかかわる従業員に、財務報告に関する内部統制の運用について

の自覚と説明責任を継続的に求めることが必要となった。

財務報告にかかる内部統制評価実施基準より
「日常の業務を遂行する者又は業務を執行する部署自身による内部統制の自己点

検は、それのみでは独立的評価とは認められないが、内部統制の整備及び運用状況
の改善には有効であり、独立的評価を有効に機能させることにもつながるものである。
自己点検による実施結果に対して独立したモニタリングを適切に実施することにより、
内部統制の評価における判断の基礎として自己点検を利用することが考えられる。」
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◆ビジネスプロセス重視・プロセス改善の取り組み
プロセスレベルの評価（販売プロセス・物流プロセス・購買プロセスなど）
ビジネスプロセス・リエンジニアリングなどプロセス改善の取り組み

金融機関のオペレーショナルリスクへの活用
「オペレーショナルリスク管理高度化勉強会」における議論の要約─平成18 年8 月

市場リスクや信用リスクについては、損失が実際に発生する以前の段階においてその発生の蓋然

性を示す指標（市場取引における各リスクファクターの動き、内部格付の動き等）が存在するのに

対し、オペリスクにおいては、近い将来の損失発生を予測する上で決め手となる指標が知られてい

る訳ではない。現在、銀行では、ニアミスデータ2の収集や、KRI（Key Risk Indicators･･･重要リス
ク管理指標）やCSA（Control Self Assessment･･･リスク管理自己評価）を含むBEICF（Business 
Environment & Internal Control Factors･･･外部環境および内部統制要因）のリスク計量化への
勘案手法等が議論されているが、損失が実際に発生する以前の段階でリスクの高まりを適切に捉

えるための手法（如何なるデータをどのように用いれば良いか）に関するコンセンサスは形成され

ていない。（日本銀行ホームページ資料より）

プロセス改善・プロセスリスクマネジメントへの流れ

４．今後の展望
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４．今後の展望

•ビジネス活動をプロセス(またサブプロセス)として定義する。

•評価対象とするプロセスを選定する。

•プロセスの目標（ゴール）の達成を脅かすリスク、および、プロセスの目標達成を支援

する活動を特定する。

•測定可能なプロセス指標を検討し、容認しがたい結果の根本原因を検討する。

•容認しがたいプロセス結果に対する対処を検討する。

Financial Disclosure
"Property and Equipment"

Purchase new
asset

F/A Module

During Month Month-end Year-end

Determine
useful life and

book value

Create asset in
Fixed Asset

module

Accounting
receives

notification of
asset change

Book change in
Fixed Asset

module

Accounting receives
notification of asset

sale / retirement

Retire asset in
Fixed Asset

module

Asset Additions

Asset Modifications

Asset Sales / Retirements
Calculate gain /
loss on sale of

asset

Book gain / loss
in general ledger

Calculate
depreciation

expense

Book depreciation
expense in general

ledger

G/L

Obtain
depreciation

expense from
general ledger

Obtain prior year
depreciation

expense from
previous 10-K

Create PP&E
footnote

Prior year
10-K

Current year
10-K

Risk

Control

1

2

3

Risks

1 Assets are not created or are created incorrectly in Fixed
Asset (F/A) module.

2 Depreciation expense is calculated incorrectly.

Controls

2

3 Financial statements are incomplete or inaccurate.

1

3

4

Legend:

Process

Document

Database

1
Creation of a purchase order in the ERP system notifies Fixed Asset Accounting that a new asset is to
be purchased.

Fixed Asset Accounting has policies documenting standard useful lives for typical asset purchases.2

3
The Fixed Asset module calculates depreciation based on the purchase price of the asset and the
useful life.

4
The external auditors tie the depreciation expense in the footnote back to the general ledger and
the previous year's 10-K.

CSAアプローチ３ － ビジネスプロセス
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４．今後の展望

柔軟なツールとして発展するCSA
•経営者のコントロール評価ツールとして活用（J-SOX・会社法対応など）

•社内のリスクマネジメントや業務改善に活用

•【金融機関】オペレーショナルリスクの特定・管理のために活用

－＞データベース化

経営者・管理者

主導のCSA
リスク・

コントロールの評価
将来

リスク・

コントロールの評価
内部監査

主導のCSA
コントロールの評価

•内部監査のコントロール評価ツール ・内部監査計画のリスク評価に活用

・内部監査ツールとして活用

・リスクマネジメントや業務改善の支援に活用
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４．今後の展望

◆内部監査への期待 － システマティックで規律のあるアプローチ
でリスク管理、コントロールおよび企業統治プロセスの有効性を
評価、改善する
組織の機能や活動におけるリスクの理解を支援する
組織の内部統制方針・体制・システムの妥当性と有効性の
理解を支援する
組織のリスクマネジメントおよび内部統制システムの機能改善
に貢献する
組織のリスクに対し、適切なコントロールが機能しているという
継続的な保証の提供に貢献する

CSAは、管理者【マネジメント】および内部監査人が、組織のリスクマネジメント
およびコントロールプロセスの妥当性を評価するために利用可能な手法。

経営【全社的】レベルにもプロセスレベルにも活用できる柔軟な手法

CSAは、管理者【マネジメント】および内部監査人が、組織のリスクマネジメント
およびコントロールプロセスの妥当性を評価するために利用可能な手法。

経営【全社的】レベルにもプロセスレベルにも活用できる柔軟な手法
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